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予防小委員として�また途中�らは����������委員�������������委員��������委員�������������委員�������委員�������������委員

�）�委員としても�継続して��������安全���関わら�て�ただ�て�る。そもそも�

私���分野は�わゆる分子生��であ�������とするわけでは無��だが�意外����

取扱���資格�もった者が周囲�おらず�否応なく引き受けること�なった。さて����資格

はあったも���最初は右も左も分�らず�法令や��������安全���仕組み��ま��

�解する��も�ず�ぶん時間が��ってしまった。とは�え�さすが�10年�上続けて�ると�

少しは状況が見通�るよう�なってきた�と思う�自己満足�もしれま�んが）。

　これまで����予防小委員長�平成16−20年度）�����������委員長�平成22年度）��������委員長�平成22年度）�������委員長�平成22年度）

など�務めさ�て�ただき��在も����������委員長�平成23年度よ�）���あるが�

�ささ�頼�な�私が�これら�職�曲が�な��も務めることができて�る�も�������

�総合センター��員や職員�予防小委員���僚�本部職員など多く�方々�お�げである。本

当��ろ�ろな面で助けて�ただ�て�る。こ�場�借�て�心よ�お礼申し上げた�。

　さて�私が�������した�は平成10年�ことであるが�������安全��でまず驚�

された�は�Ｘ�装置も含む���関連����内立入検査��予防小委員�が�体とな��自�

的�し�も�な�念入��行なって�ることであった。各部局������が�くる予防小委員�

��導で�内検査�行う�と�うこ�仕組みは����安全���観点�ら�変すぐれたも�と思

う。とは�え�私が委員となった当時は�委員�負担が�きすぎる�全��統一的な基準で検査す

ることが難し��など�問題点も指摘されて�た。また�新規�育訓練���ても�予防小委員が

講師�することが�きな負担となって�た。そ�後�歴代��������総合センター長�ご努

力�よ��センターが中心となって立入検査�新規�育訓練�行うと�う�在�枠組みが整備され

た。予防小委員�長く務めて�る者として��変�感謝して�る。

　もう一��細��ことではあるが�部局������として頭�悩ま�て�た問題�再�育訓練

がある。部局�再�育訓練�受け持�よう�なって何年�もなるが�最初は何�話してよ��わ�

らず�������関するビデオ�流すことで�言葉は悪�がお茶�濁して�たような面があった。

巻　頭　言

京都大学の放射線安全管理に関わって

��������������委員長�����������授

	 長谷あきら
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し�し最近では�部局�ら�依頼�応じて��������総合センターが講師�派遣してくれる

ため��変助�って�る。こ�ことは�受講者である作業従事者�とっても�変良�ことと思う。思う。。

�������総合センター�は改めて感謝した�。

　��������安全���関わるよう�な��多く�こと��ば�て�ただ�た。先輩が一歩

一歩築�てきた�在���体制は�完璧と言わな�までも�非常�優れた形で機能して�るよう�

思う。今後ともこ�体制が�伝統�忘れることなく�一方では時代�変化�柔軟�対応し��引き

継がれて�くこと�願って�る。微力とは言え�そ�一助ができれば幸�である。

巻　頭　言

総　　長

部 局 長

部局放射線障害
防止委員会

放射線取扱（総括）
主任者 放射性同位元素

安全管理組織
放射線取扱
主任者 測定者

環境安全保健機構

放射性同位元素等専門委員会 放射線管理部門

放射性同位元素
総合センター

健康管理部門

放射線障害予防小委員会

取扱者

点検者

各使用施設

※関係委員会等のみ記載

京都大学放射線障害予防規程
安全管理組織図より放射線取扱

副主任者
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１．はじめに

　Ｇ蛋白共役受容体�GPC�）は�ヒトゲノム�お

�て800種類�上存在し�非常��きなファミリー

�形成して�る。光��お��味覚など�外��刺

激�ら神経伝達�質�ホルモンなど�内因�刺激ま

で�幅広く刺激�感知・伝達する生命恒常��欠�

�な�重要な分子である。また�GPC� は�市販�

医薬品�作用点�約30％�占めると言われてお��

創薬�お�て重要なターゲットと�置づけられて�

る。

２．アセチルコリンとは？

　アセチルコリンは�世界で最初�神経伝達�質�

一�であることが証明された�質である。アセチル

コリン�は�ニコチン作用とムスカリン作用が存在

することが古く�ら知られてお��各々�特異的な

アセチルコリン受容体�ニコチン受容体とムスカリ

ン受容体）が�定されて�る。副交感神経や運動神

経�末端�ら分泌されたアセチルコリンは�骨格筋�

内臓平滑筋など�存在するアセチルコリン受容体�

働き�筋収縮�促進するほ��副交感神経�刺激し�

心拍数�減少�脈拍数�減少�唾液�分泌�促進す

る。こ�よう�アセチルコリンは�基本的な生命�

象�深く関与して�る。

３．ムスカリン受容体について

　ムスカリン受容体は�薬��的�５種類�サブタ

イプ�Ｍ１�らＭ５まで）分類されて�る１）。Ｍ１

受容体は�脳 皮質や海馬�多く存在し�記憶や�

習�関与して�ると考えられて�る。また�Ｍ２受

容体は��心臓�分布し�心臓機能�抑制的�調節

して�る。こ�よう�各々�サブタイプは固有�分

布と薬�作用�持ってお��構造�指南されたサブ

タイプ選択的な創薬が期待されて�る。

４．ムスカリン受容体のクローニング

　1983年�芳賀達也博士らは�ムスカリン受容体�リ

ガンドアフィニティー精製方法�樹立すること�成功

し２）�ブタ�脳�ら分子量約70kDa �ムスカリン受容

体�単一�精製した３）。1986年10月�沼正作博士らは�

精製したムスカリン受容体�トリプシンで分解し�受

容体�部分アミノ酸配列��定した。こ�配列�基��

オリゴヌクレオチドプローブ�合成し�cDNAライブラ

リー�らムスカリンＭ１受容体遺伝子�クローニングす

ること�成功した。ムスカリン受容体は�７回膜貫通

構造�持った GPC� ファミリー�属することが明ら�

となった４）。�じ年�５月�は�別�グループ�ら

GPC� ファミリー�一�である��2アドレナリン受容体

�遺伝 子がクローニングされてお�５）�1986年は

GPC� �遺伝子が世界で初めてクローニングされた年

となった。偶然�も��ずれも神経伝達�質�アセチ

ルコリンとアドレナリン）�よって活�化される GPC�

�遺伝子であった。

５．ムスカリン受容体の構造解析

　我々は�3H 標識したリガンド�使うこと�よ��

活��保持したムスカリンＭ２受容体��量�発�

する生産方法�開発した。次�で�Ｘ�結晶構造解

析�よって�抗コリン薬�一�である3-quinuclidi-

nyl benzilate�QNB）が結合したムスカリンＭ２受

ムスカリン性アセチルコリン受容体の
立体構造が明らかに

������院医����分子細胞情報�

小林��������
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容体�立体構造�世界で初めて高分解能�3.0Å）

で解くこと�成功した６）�図１）。ムスカリン受容

体は GPC� ファミリー�中でも�二��リガンド

結合部��オルソステリック及びアロステリック部

�）�兼ね備えた特徴的な受容体である。GPC� �

アロステリック制御���て初めて報告された�は

比較的最近であ�７，８）�アロステリック部��立体

構造はこれまで明ら��なって�な�った。ムスカ

リンＭ２受容体�場合�神経伝達�質であるアセチ

ルコリンが結合するオルソステリック部��構成す

る19個�アミノ酸残基が抗コリン薬である QNB と

比較的深��置で作用してお��図２）�そ�内18

個�アミノ酸残基が５種類全て�ムスカリン受容体

サブタイプ�Ｍ１−Ｍ５）�お�て保存されて�た。

これまでムスカリン受容体�お�て�サブタイプ選

択的�作用するリガンド�開発が非常�難し�った

こと�原子分解能レベルで初めて証明することがで

きた。一方�アロステリック部�は�オルソステ

リック部��上部�比較的広�空洞として細胞�外

側�広がって�た�図３）。特�第２細胞外ループ

と第７膜貫通領域�Ｎ末端側�役割は�き�と考え

られる。アロステリック部�は�オルソステリック

部�とは対照的�各受容体サブタイプ�お�て特徴

的なアミノ酸残基が存在して�る。従って�各サブ

タイプ�特徴的なアミノ酸残基�側鎖とリガンド�

官能基�間�相互作用�水�結合など）�生み出す

ことができ�サブタイプ選択的なリガンド�開発�

繋がると考えられて�る。

６．おわりに

　我々�解明したムスカリンＭ２受容体�構造�モ

デルとして�今後�Ｘ�結晶構造解析と計算的アプ

図１　ムスカリンＭ２受容体のＸ線結晶構造．
ａ，アンタゴニスト（��������������� ���������（�����の結���ムスカリンＭ２��������������� ���������（�����の結���ムスカリンＭ２�������������� ���������（�����の結���ムスカリンＭ２�����の結���ムスカリンＭ２��の結���ムスカリンＭ２
受容体の全体構造．ｂ，アンタゴニストの結�するオルソステリック部位の上部の比
較的広い空洞にアロステリック部位が存在��．

図２　オルソステリック部位の拡大．
ａ，���（図���� ��� ��（���������������� ��（�������図���� ��� ��（���������������� ��（��������� ��� ��（���������������� ��（�������
素結��てい�．ｂ，オルロステリック部位�構�するアミノ酸����Ph� ��

（F�8��以外�全てムスカリンＭ１−Ｍ５受容体で保存されている．
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ローチ�組み合わ��受容体サブタイプ選択的なア

ロステリックリガンド�探索技術�立ち上げること

は�オルソステリック部��ターゲットとした受容

体サブタイプ選択的なリガンド�開発が難し�

GPC� �も応用することができる。また�得られた

知見�生化�的・薬��的解析�よって検証し�立

体構造情報�基づ�てリード化合���計・分離す

る戦略が必要となるであろう。
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図３　ムスカリンＭ２受容体のアロステリック部位．
ａ，��� の結�するオルソステリック部位の上部にアロステリック部位が存在��．
アミノ酸変異実験によりアロステリックリガンドの結�親和性�低下させるアミノ酸
���アロステリック部位に存在��．ｂ，アロステリック部位に�ムスカリンＭ４
受容体�異なるアミノ酸��（���が��存在��．���が��存在��．��が��存在��．
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１．はじめに
　森林は広�な面積と立体的な構造�有するため�
福島第一原発事故�よって�出された����質�
多くが森林生態系�沈着した。そ��部分は土壌−
��間で循環して�ると考えられるが�一部は森林
土壌�流出や木材やキノコなど�林産��利用�食
�連鎖など�よって系外へ移行して�く。したがっ
て�長期的な��能汚染�予測や近隣住民�被曝�
推定�行うため�は�森林生態系�おける���セ
シウム�動態把握が不可欠である。我々は�在�農
地や水系�含めた里山生態系�おける���セシウ
ム�動態把握と将�予測�目的として���進めて
�る。本稿ではそ�経過報告として�原発事故�ら
約１年�後�森林生態系内�お�て���セシウム１年�後�森林生態系内�お�て���セシウム年�後�森林生態系内�お�て���セシウム
がど�よう�分布して�る���紹介する。

２．方�������
　福島県双葉郡川内村�アカマツ林と落葉広葉樹林

�福島第一原発よ�約20km 南西）��それぞれ
40m×40m と50m×30m �プロット��定し�2012
年７月よ�調査�行って�る。落葉広葉樹林�プ
ロット�方がアカマツ林�プロットよ�も福島第一
原発�近く�空間�量が高�。本���森林生態系
内で�調査対象は�きく分けて�樹木�キノコ�森
林土壌�雨である。
　樹木���ては葉と幹�対象とした。葉�サンプ
ルは各プロット�代表的な樹種�ら採取した。なお
落葉樹�ら採取した葉は全て2012年�形成されたも
�であるが�常緑樹�ら採取したも�は事故当時�
展開して�たも�が一部含まれて�る可能�がある。
幹�サンプルとしてはアカマツ林ではアカマツ��
落葉広葉樹林ではコナラ�それぞれ数本伐倒し�高
さ約５m 毎�ディスク�採取した。ディスクサン

プルは表面�取�巻くコルク質�外樹皮�養分�通
�道である内樹皮�師部）�そして木材�木部）�
分けた。さら��木材中����セシウム�分布�
調べるため�木材ディスク�中心�向�って数 cm
毎�切�分けた。キノコ�サンプルとしては���
と共生する外生菌根菌や死んだ生��栄養源とする
腐生菌�子実体�各プロット内と周辺�ら採取した。
森林土壌としては�落葉落枝などが堆積したリター
層�Ｌ層）�リター�分解がすすむ腐葉・腐�層

�Ｆ−Ｈ層）�鉱質土層�採取した。鉱質土層�お�
ては����セシウム�鉛直分布�調べるため深さ
１cm 毎�20～30cm までサンプリングした。雨は
林外雨�林内雨�そして葉や枝�幹��たってくる
樹幹流�３種類�２週間毎�採取して�る。
　樹木・キノコ・森林土壌�サンプルは乾燥・粉砕
した後�また雨�サンプルは蒸発濃縮した後��高
純度ゲルマニウム�導体検出��用�て各サンプル�導体検出��用�て各サンプル検出��用�て各サンプル
中�137Cs と134Cs ���能�測定した。ここでは
134Cs が137Cs と�様�分布�示すこと�確認したた
め�137Cs �結果�み�紹介する。

３．結果・考察
　樹木�葉�おける137Cs 濃度�Bq/kg dry）は103

�オーダーであ��樹種ごと�異なる傾向が見られ
た。多く�樹種では葉�137Cs 濃度と40K 濃度と�間
�正�相関が見られたため�これは��根�ら�吸
収�反映したも�だと考えられる。またこ�相関が
見られな�った一部�樹種では�137Cs �特異的�
吸収して�ることが示唆された。幹�おける137Cs
濃度は�アカマツとコナラ�両樹種�お�て外樹皮

�103～104）�内樹皮�102）�材�100～102）�順で高
�った。材では最外部で最も高く�それ�除�た辺
材部では外側�ら内側��けてほぼ一様であ��心

森林生態系における放射性セシウムの分布
１������院地球環境�堂�２����農�部�３������院農����

大橋��������１、岡田��������１、中井�����２、高野��������３
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材部�なると内側ほど低�と�う傾向が見られた
�図１）。外樹皮は地上高�高��置�ら採取したも
�ほど濃度が高�ったため��在でも樹木表面�汚
染は林冠部�方が高�と�うことがわ�った。樹木
表面�137Cs は�樹皮�剥離や雨�よる洗�流し�
よって徐々�林床�移行して�ると考えられる。一
方�内樹皮と材�137Cs は��根�ら�吸収�よる
と考えられるため�今後も増加すると予想される。
また�アカマツとコナラでは内樹皮や材で�137Cs
分布様式�違�が見られたため�材構造�違��
よって137Cs �輸送や拡散�違�が生じて�ると考
えられる。樹種�よる137Cs �吸収や輸送�メカニ
ズム�違��明ら��することは今後�重要な課題
�一�である。
　 キ ノ コ �137Cs 濃 度�Bq/kg dry） は102～105�
オーダーであ��種�よって�きく異なった。特�
高�値�示した�は外生菌根菌であった。し�し今
回調べた樹木�中では�外生菌根菌と共生する樹種
とそうでな�樹種と�間で�葉�137Cs 濃度�有意
差は見られな�った。したがって外生菌根菌�よっ
て樹木�137Cs 吸収量が�きく変化する可能�は低
�と考えられた。これ���ては今後詳しく調査�
行って�く。また�キノコは森林生態系�お�て総
量としては少な�が�137Cs 濃度は全体的�高く�
野生動��捕食�よって137Cs �濃縮や系外へ�流
出が生じるため�137Cs �動態�考える上でも重要
である。
　林床�137Cs 濃度�Bq/kg dry）はアカマツ林と
落葉広葉樹林�両プロット�お�て�Ｆ−Ｈ層

�104～105）�Ｌ層�104）�鉱質土層�順で高�った。
鉱質土層�お�ては最表層で103～104�オーダーで

あったが�深さと共��きく減少し�深さ10cm あ
た�で２桁�20cm あた�で１桁�なる傾向が見ら
れた�図２）。また�単�面積当た��137Cs ��能

�Bq/m2）で比較すると�Ｆ−Ｈ層＞鉱質土層≧Ｌ
層となる傾向が見られた。したがって�林床では
137Cs は依然として有機�層�多く含まれてお��
今後も分解�進行と共�鉱質土層�濃度が増加する
可能�が示唆された。また��段階では表層�多く
�137Cs が留まって�ること�確認できたが�徐々
�地下方向へ移行すると予想されるため�継続的な
調査が必要である。
　雨�137Cs 濃度�Bq/kg）は�樹幹流�100～101）�
林内雨�100）�林外雨�10−1）�順で高�った。し
たがって�樹幹流や林内雨�よって樹体表面�
137Cs が林床�供給されて�ることがわ�った。林
外でも僅�ながら検出されたが�舞�上がったエア
ロゾル�影響だと考えられる。これら�137Cs 濃度
�時系列的な変化傾向は�まだ調査期間が短�こと
もあ�確認されて�な�が��年度も継続してモニ
タリング�行う。

４．おわりに
　今回�結果�ら�森林生態系�お�て137Cs は基
本的�土壌−��間�循環して�ることが示唆され
た。�段階では�こ�循環�新た�加わる要因とし
ては��体表面�ら�溶出�循環�ら外れるも�と
しては土壌へ�吸着・浸透�木材へ�蓄積�森林系
外へ�流出が考えられた。今後はこれら�総量�推
定し�動態�把握と将�予測�目指す。

図１　樹幹�における��7C� の放射方向の濃度分布
（アカマツ胸高部�

図２　鉱質土層における��7C� の鉛直方向の濃度分布
（アカマツ林�
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１．双葉郡大熊町

　原発立地自治体である�熊町は�調査当時は警戒

区域であった�平成24年12月10日�降は�帰宅困難

区域�居住制限区域�避難指示解除準備区域�三区

分�緩和された。これら区分�詳細���ては相馬

郡飯舘村�項�及び経済産業省 web サイト「原子

力被災者支援・避難指示����て」http://www.

meti.go.jp/earthquake/nuclear/kinkyu.html#shiji

�参照�こと）。こ�ため�楢葉町と富岡町�境界

�福島第二原発付近）��置された検問�経由して

�熊町内へ入った�図１）。

　�熊町内では�①�熊町総合スポーツセンター

�第一原発原子炉建屋�西南西約３km）�②双葉町

境界付近�農地�西約３km）�③東電第一原発正�

近く�夫沢地区�西北西約1.5km）�④東台・下水

処�場付近�南約1.5km）�⑤南台・特養老人ホー

ム�南西約２km）���熊町役場�西北西約５km）２km）���熊町役場�西北西約５km）km）���熊町役場�西北西約５km）

�６地点で�量測定や試料採取�行った�図２）。

図３は車内モニタ�よる�量率測定結果である。町

内�走行中�車内モニタは常�５μSv/h �上�値�

示して�た。屋外で�計測では�双葉町境界付近�

農地�試料採取地点②）�お�て最高値70.8μSv/h

�電離箱式サーベイメータで地上１m 付近�値）�

計測した�図４）。これは���0.08μSv/h 程度）

�900倍近�値である。

　尚��熊町役場�駐車場内は周辺地域��分�下

�空間�量率�約２μSv/h）であった。ここは環境

省�除染実証試験が行われた場所で�駐車場�アス

ファルト表層�薄層切削及び高圧洗浄�行った結果�

空間�量率が減少したと�こと�図５）。空間�量

率�減少�除染が極めて有効であること�示す好例

である。し�し周辺�広がる林野�除染技術���

　平成24年10月29～31日��災�ら一年�程経過した福島県�お�て�量測定及び試料採取�行った。測定29～31日��災�ら一年�程経過した福島県�お�て�量測定及び試料採取�行った。測定��災�ら一年�程経過した福島県�お�て�量測定及び試料採取�行った。測定

地は双葉郡�熊町�相馬群飯舘村�南相馬市�二本松市�郡山市である。移動中は自動車内��量率�常時

モニタリングし�車輌�置� GPS ロガーで記録した。

　双葉郡�熊町および相馬郡飯舘村�概況�中心�報告する。

福島レポート「事故から一年半後の福島」

�������総合センター

角山�雄一、宮武�秀男、戸崎�充男
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図１：（左�警戒区域へ入る�めの検問（富岡町境界�
　　 （��警戒区域������へ向��幹線����大�町�����部の�に��されて���（��警戒区域������へ向��幹線����大�町�����部の�に��されて���

図２： 大�町東部サンプル採集地点　①大�町総�スポーツセンター�②双葉町境界付
近の農地�③����正門近�夫沢地区�④東台・下�処理場付近�⑤南台・特
養老人ホーム�⑥大�町役場　�線：��で�����　�線：��で������線：��で�����

図３： ��における空間線量率推移　①～⑥サンプル採取地点における��空間線量率
（地点②および③付近��測定器の�時不良の�め測定できず�
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ては未だ有効な手段が見出されて�な�。また��

熊町内では土壌�ら微量ながらα�出核種であるプ

ルトニウム��体も検出されて�る��熊町公式

ホームページ臨時サイト「�熊町内�土壌汚染調査結

果���て」http://www.town.okuma.fukushima.jp/

grd_20110525.html）。他�も�除染�よ�生ずる�

��廃棄��最終処分場�問題など�未解決�課題

が今も数多く残されて�る。

２．相馬郡飯舘村

　第一原発�北西40km 付近��置する飯舘村は�

一��村が帰宅困難区域�居住制限区域�避難指示

解除準備区域�３��区分けされて�る�表１）。

一時帰宅や本格的な除染活動が開始されて�るも�

��住民が自宅�宿泊することは今も許されて�な

�。飯舘村では�居住制限区域内��森�ある福島

県立相馬農業高��校飯舘校や�帰宅困難区域内�

長泥付近で試料採取�行った。閉校されて�た農業

高校では�校舎前��置されて�た政府�モニタリ

ングポストが4.04μSv/h ��長泥では手持ち�測

定�が8.91μSv/h �示して�た。帰宅困難区域内

は概ね���50～100倍�空間�量率であった。

　飯舘村は�熊町とは様子が全く異なってお��地

��よる家屋�損壊などは全くみられな�った�図

６左）。そして周辺�田畑では本格的な除染作業が

進められてお��図６右）�復興へ向けて確実�前

進しようとする雰囲気があった。

図４： 双葉町境界付近にある農地における空間線量率測定風景　地上１m 付近で　R��E�� �2��ER �5�.�μSv/h
（左��ICS��2�C �7�.8μSv/h（���示�てい��R��E�� �2��ER �装置の特性上正確な測定ができてい
ない�

図５：（左�大�町役場駐�場　（��除染処理後の駐�場舗装面

福島レポート
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３． 土壌試料中の Cs-���濃度とホットスポット

について

　図７は�各地で採取した土壌試料内�含まれる

Cs-137�濃度�Bq/kg）���� センター分館�置

� Ge �導体検出��用�て測定した結果である。

Cs-137濃度は�最も高�空間�量率であった�熊町

農地よ�採取した土壌よ�も�飯舘村や南相馬市で

採取した土壌�方が高�った。これは��熊町�外

�土壌試料が�舗装道路�坂道�下�水たま�が乾

�た跡�ある土壌や雨樋�下�土壌など�即ちホッ

トスポット�試料であるためである。二本松市�試

料も�国道４号�側道�坂道�下�溜まって�た土

壌である。二本松�採取地点周辺は避難区域ではなな

く�市民が通常�生活�営んで�る地域である。警

戒区域や避難指示区域�外部でも�ホットスポット

�探索及び除染�長期的�続けて行くことが重要で

あると感じた。

区域の��的考え方 区域の運用について

帰宅困難区域 ５年間�経過してもなお�年間積算�
量が20mSv �下回らな�おそれ�あ
る��時点で年間積算�量が50mSv
超�地域

・ 区域境界�お�て�バリケードなど�
�的防護措置�実�し�住民�対して
避難�徹底する。

・ 可能な限�住民�意向�配慮した形で
住民�一時立入��実�。そ�際�ス
クリーニング�確実�実�し個人�量
��や防護装備�着用�徹底。

居住制限区域 年間積算�量が20mSv �超えるおそ
れがあ��住民�被ばく�量�低減す
る観点�ら引き続き避難�継続するこ
と�求める区域

・ 住民�一時帰宅�ただし�宿泊は禁
止）�通過交通�公益目的�立入�

�インフラ復旧�防災目的など）など
�認める。

避難指示解除準備区域 年間積算�量が20mSv �下となること
が確実であることが確認された区域

・ 通過交通�住民�一時帰宅�ただし�
宿泊は禁止）�公益目的�立入�など
�柔軟�認める。

・ 除染，インフラ復旧�雇用対策��復
旧・復興�ため�支援策�実�。

・  一時的な立入��際�は�スクリー
ニングや�量��など���リスク
�由�する防護措置は原則不要。

表１：各避難指示区域の運用について

図６：（左�飯舘村大森付近の宅地　（��農地で��格的な除染が�められてい��

福島レポート
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４．おわりに

　�熊町で最も印象深�った光景は�一面�咲くセ

イタカアワダチソウ�覆われて黄一色�なった田畑

であった�図８）。例年であれば稲�収穫が一段落

し�冬�備え�入る農村部�長閑な光景が広がって

�たことだろう。�熊町市街地では部分的�倒壊し

た住居��建�が�置されてお���災�ら一年�

経っても瓦などが路上�落下したままであった。第

一原発では今も事故収束へ向けて�必死な努力がな

されて�ると�うが�廃炉�は40年近く��ると�

予測もある。町民�方々が故郷へ帰還できる日はま

だだ�ぶ先�ことだろう。

　飯舘村へ向�う道中�福島市内�お�て�飯舘村

村民�一部が避難して�る応急仮�住宅団地�訪れ

る機�があった�図９）。仮�住宅は一家族あた�

四畳�二間�プレハブ集合住宅である。福島弁�老

婆が「うちらは地�は関係な�ったんだけどねぇ。

��能がねぇ・・・。」と�ぶや�ておられた�が

今も心�残って�る。政府�予測では�除染�しな

�ったとしても向こう10年�内�は全村民が帰還で

きると�こと。帰還が叶う日までどう��気で�て

欲し�と願うば��である。

　事故�ら二年近く経過した今もなお�福島�は解

決しなければならな�課題が数多く残って�ること

�実感した。し�し�それでも福島�人々は故郷�

復活さ�ようと着実�歩んで�た。

図７：採取試料�の C����7濃度（��/kg�
　大�①～④��大�町地点①～④の農地や空き地等の表土より採取��土壌�飯舘高校・飯舘長沼・
南相馬・二�松�ホットスポットより採取��土壌�大�①キノコおよび飯舘高校キノコ��それぞれ
大�町地点①の森林�および飯舘高校体育館付近で採取��キノコ�大�②牛糞�大�町地点②付近の
�上に排泄されてい�牛糞�砂や土壌�採取試料�そのまま測定�キノコ�牛糞�乾燥させて�ら測定�

福島レポート
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　尚��行した測定�は�下�とお�である。これ尚��行した測定�は�下�とお�である。これ

ら�測定目的�応じて使�分けた。

・ 広口 GM サーベイメータ TGS-133�アロカ社）

・ �帯用多目的 GM サーベイメータ �adEye B20-

E��サーモ・サイエンティフィック社）

・ Na�(Tl) エネルギー補償シンチレーションサーベ

イメータ TCS-161�アロカ社）

・ 電離箱式サーベイメータ �CS-313��CS-323C�ア

ロカ社）

・ Na�(Tl) スペクトロサーベイメータ �nspector1000

�キャンベラ社）

・ CdTe ミニスペクトルメータ TA100�テクノ AP

社）車内�量率常時測定用

・ � 導 体 式 ポ ケ ッ ト � 量 計　 マ イ ド ー ズ ミ ニ

PDM-111�アロカ社）個人モニタ用

・ Cs�(Tl) ポケットサーベイメータ PD�-111�アロ

カ社）個人モニタ用

・ 腕時計型 GM カウンター PM1208�ポリマスター

社）個人モニタ用

５．謝辞

　�熊町内�調査�際し�警戒区域内へ�立入��

御許可下さ�ました渡辺利綱町長�調査�御�行下

さ�ました環境対策課課長石田仁氏�ならび��熊

町役場災�対策本部�皆様�厚く御礼申し上げます。

図８： （上段左�大�町地点④　特養老人ホームのある高台�ら望�����１号炉�２号炉　（上段��落
ち�屋根瓦が放置され�ままの大�町市街地　（下段左��大�町�覆�セイタカアワダチソウ

図９：福島市松川工業団地にある飯舘村の応急仮設住宅団地

福島レポート
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　�����防止法が平成22年５月10日�改正され�

平成24年４月１日�行された。今回��な改正点は�

１．��化��規制対象へ�追加�２．廃止措置�

強化�３．���汚染��確認制度�導入である。

本誌では改正された要点�紹介する。

１．放射化物の規制対象の追加

　���発生装置は�加速エネルギー�よっては装

置やそ�周辺機�が��化する。そ�ため�装置�

修�した��廃棄処分するとき���化した部材が

産業廃棄�や資源ごみ�中�紛れる事態が起こ��

ねな�。法改正が実�されるまでは�『���発生

装置使用���おける��化��取扱��係るガイ

ドライン』���技術庁・���安全課長　平成10

年10月30日）�従って処分されてきたが�ガイドラ

インよ�も法令�規定すること�よ�規制�強化し�

事故�未然�防ぐこと�目的�改正された。ただし�

医療用���発生装置�一部���ては�法規制�

対象�ら除�れて�る。

　��化する可能��ある���発生装置�は��

�化��対する記録・記帳����発生装置��置

して�る場所�表面汚染測定�排気排水中���能

濃度測定など�義務が発生した。また���化した

部品�再使用するとき�は��化�保��備��置�

��化��保�廃棄するとき�は保�廃棄�備��

置が求められ���内�空気や排気�排水����

化した �� が混入する場合�は�排気�排水�備�

�廃棄����けなければならな�。��化�保�

�備や廃棄�備��ける場合�は�変更許可申請が

必要とな��平成26年３月31日まで�経過措置が取

られて�る�で�それまで�工事���る予算措置�

申請作業��終えなければならな�。

２．廃止措置の強化

　�����がそ�役目�終えたとき�は����

廃止して土地や建��別�用途で利用する。こ�と

き�国�対して������廃止�届出�するとと

も����で保有する �� ��安全�処�・処分し�

����汚染�な�こと�確認しなければならな�。

し�し�最近�ある������有する企業が��

�����廃止した後も敷地����汚染���置

して�た事件が発生した。こ�ような事態が今後起

こらな�よう�するため�������廃止届けが

提出された後も����汚染��が間違�なく処�

されたこと�確認するまで�国�関与ができるよう

�するととも��罰則�強化するため法令が改正さ

れた。

　今回�改正�よ��������廃止する�は�廃止する�は�する�は�

新た�『廃止措置計画�届出』が�けられた。��

コ　ラ　ム

放射線障害防止法の改正

放射線安全管理室

放射化する可能性のある放射線�生装置
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����廃止��うすべて�作業�計画�作成し��作業�計画�作成し�作業�計画�作成し�

あら�じめ国�届けるととも��すべて�作業が終

了したとき�『廃止措置報告書�提出』でもって�

������廃止が完了すること�なる。

　また����廃止��う作業�進��よ��廃止また����廃止��う作業�進��よ��廃止

措置計画�変更が必要となった場合�は�『廃止措

置計画変更届け』が求められる。

３．放射性汚染物の確認制度の導入

　国内���������防止法�規制�受ける）

�ら発生した���廃棄�は�200ℓドラム缶換算

で５万本�超える�2009年３月末）も�が保�され

て�る。こ�廃棄��うち約５割は�自然���量

と比べて十分�低�被ばくし�与えな�も�である。

また����廃棄�として処分する�は�産業廃棄

��処分コスト�約３倍�ら10倍�負担増となって

�る。こ�ような�状�ら��規模な������

廃止�解体するようなとき�は����廃止��っ

て発生する膨�な���汚染�がある��能濃度�

超えて�な�こと�確認すること�よ��法令規制

�ら免除できる制度が法律�取�入れられた�クリ�取�入れられた�クリ取�入れられた�クリ

アランス制度）。今回�法改正では����汚染�

���能濃度が�省令で定める基準�クリアランス

レベル＊）�超えて�な�こと�確認するため��

『文部���臣または登録濃度確認機関�よる濃度

確認�受けることができる』と�う制度が導入され

たことである。こ�制度�よ�����安全���

要しな�『���廃棄�』�減容が進み����廃

棄��処分コスト�軽減ととも�������廃止

���発生する廃材が資源として再利用されること

が期待されて�る。

＊ クリアランスレベル：ど�よう�再利用・処分されて

も年間10μSv �超えな�よう��定された��能濃度

である。

コ　ラ　ム

文部科学省 HP より
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　環境安全保健機構�������総合センター

�センター）は��内で���や�������

���）�取�扱おうとする�生・�職員�対して�

�����防止法で定められた����育�実�す

る部局である。����では�年�約1200人��

生・�職員が新規� �� 取扱者とな��そ�ため�

センターでは年�20回�上��育訓練�実�して�

る。こ��育訓練は��� �よ��生・�職員が�

�����受けな�ため��また実験などで取�扱

う �� が周辺環境�影響�及ぼさな�ため�行う安

全�育であ���内�向けた取�組みである。し�

し�最近�社��ら�要請�よって���は今まで

�上�社�一般�向けて貢献することが求められる

よう�なった。センターでは�『一般向け����

育』�前面���外�向けた活動�始めた。本稿で

は�最近�センター�おける『一般向け����

育』�活動状況�紹介する。

１．��������������対象と��放射．��������������対象と��放射 ��������������対象と��放射

線教育

　一般社��中で�火災や地�など�災��対して�

最初�対処することが求められる�は�消防関係職

員である。�� ���て考えてみても������

内で�火災や �� �輸送中�おける事故などが発生

した時�は�地域�消防署�緊急出動要請が発�ら

れること�なる。また�こ�ような災��お�ては�

地域�周辺住民�避難誘導が必要とな��ここで活

動する�が地域�自�防災�関わる人たちである。

　センターでは�1994年�平成６年）�ら��市消

防�校が行う���育�特殊災�１課程・消防署員

対象）�一部�受け持って�る。そ�中で����

基礎・����よる人体影響・���測定・���

関係法令・�� 関連事故と緊急対応・�����見

�・実習�サーベイメータ取�扱�と霧箱作成）と

�うプログラムで２日間�����育�行って�る。

参加者は���市内�ある消防署�ら派遣された20

数名�平成23年度は12月６日�７日�日程で実�し

た。昨年度�ら実�した����育では�舞鶴市や

福知山市����府内�消防署員が加わるよう�

なった。こ�プログラムとは別��滋賀県消防�校

�らも����育�要請があ��平成24年11月14日4年11月14日年11月14日11月14日

�実�した。原子力発電所��置県�隣接する地域

では�原子力防災�関する見直しが進む中�消防署

員�対して����関する知識�習得が�まれて�して����関する知識�習得が�まれて�����関する知識�習得が�まれて�

ることが伺える。

　最近�特殊災�１課程�受講した署員�ら�地域

�自�防災���員�対する����育�依頼が入

るよう�なった。平成23年10月14日�は�見区で組平成23年10月14日�は�見区で組�見区で組

織されて�る自�防災���員�対象�行��平成平成

25年２月22日�は上�区�自�防災��対象�実�上�区�自�防災��対象�実�

する予定である。福島原子力発電所�事故が引き金

とな����市内�お�ても�����対する関心

�高ま�が感じられる。

センターが行う放射線教育

���安全���

宮武�秀男�秀男秀男

特殊��１課程の実習の様子（平�2�年�2月��日�
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２．�中���対象と��放射線教育．�中���対象と��放射線教育�中���対象と��放射線教育

　�代社��お�ては��� が私たち�身近なとこ

ろで利用され�そ�恩恵�享受して�る。また�身

�回��は �� が存在し�私たち�身体は常���

��受けて�る。し�し�一般�人たちは �� が身

近なところで活用され�また存在して�ること�認

識して�な�よう�思われる。『���って何？』

と�う状況である。これは小�校�ら高��校�至

るまで�長く����関する�育が行われてこな

�った�が�きな要因であ��そ�結果�����

よる事故でも起こるも�なら�そ�規模��小�関

わらず時として�騒ぎ�なってしまう�が�状であ

る。

　こ�ような状況�解消するため��1999年�平成

11年）�ら小中高生�対象とした����育『体験

授業“���って何？”』�開催して�る。子ども

達が参加しやす�時期�考えて��み�実�するこ��み�実�するこ�実�するこ

ととし�小�生向けと中高生向け�２��コース�

分けて定員50名で行って�る。「����基礎」と

「身�回�����」�授業��天然�����質

�使った実習�サーベイメータで身近な����質

�測る・空き缶で霧箱�自作し捕集したダスト�ラ

ドン�娘核）�ら�α��飛跡�観測する）�組み

合わ�て�����基礎知識�習得�目的�行って

�る。

　��体験授業とは別��観光地“��”ならでは

�修�旅行生�対象とした����育も行って�る。

���社寺仏閣�見��合間��センターで���

�勉強�する。見あげた心がけ�子ども達である。

３．�中�の教��対象と��放射線教育．�中�の教��対象と��放射線教育�中�の教��対象と��放射線教育

　平成23年度����習指導要領�改定�よ�中�

生���『���』が取�入れられた。長く���

�育�行ってきて�な��育�場��諭�は�「さ

て�どうしたも��？」と戸惑��声が上がって�

る。�在��諭�多くは�����えた経験だけで

なく�んだ経験がな�。国�らは�育用資料�副読

本）が提示されて�るが�一部��諭�は�そこ�

書�れた内容�不満があ��別�難し�問題が起

こって�る。こ�ような�状�踏まえて���市内

���担当�諭とセンター職員が協力して�校で行

う����育方法�検討する�『������育�

��』�平成24年３月27日�立ち上げた。センター平成24年３月27日�立ち上げた。センター立ち上げた。センター

では��前�ら�諭�対する����育�必要���前�ら�諭�対する����育�必要���ら�諭�対する����育�必要��

議論してきたが�今回��習指導要領�改訂が切っ

掛け�活動�始めた。

　�在����は�月１回程度��度でセンターで��度でセンターでセンターで

開催して�る。センターが今まで作ってきた�材�

紹介・����育カードゲーム�出版事業�企画��

�育方法���て�意見交換など��育�場�声�

�材�く��反映するため�取�組みである。また�

こ�����よ����府・市��諭�らセンター

�利用した授業や出張授業なども増え始めた。地道

�継続的�活動すること�よ������育で困っ

て�る�諭�助け�なること�目指して�る。

　本誌では����で行って�る����育�一部

�紹介した。����対する公衆�市民・住民）�

意識は�地域�よ��きく異な�����基準�考

えることはできな�。地域�あった���へ��解

�高ま�が求められ�私たち�ような地域�根ざし

た取�組みが�全国�拡がること�願って�る。体験授業に参加��子ども達（平�2�年７月��日�

京都教育大学附属高等学校で開催され�
研究協議会の様子（平�2�年９月2�日�
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　平成24年10月18�19日�２日間�渡って当セン

ター�て「��������取扱��安全��担当

�職員�修�全国�修）第２回分子イメージング�

関する�育�修プログラム 合��修�」が開催さ

れました。����おける��������利用範

囲�拡�や利用形態�多様化����安全���徹

底�図ることが益々重要となってきてお�ます。こ

�ような状況�踏まえ�全国�修は�������

������取扱���おける���安全��担当

�職員�対し�実習�含めた最新�知識と情報�提

供し�そ�資質向上�図��もって�育・���進

展及び��周辺�も含めた���安全�確保�図る

こと�目的として�昭和59年度よ�実�されてきま

した。本�修は�平成15年度までは�文部��省と

国立��アイソトープ総合センター�当番校）と�

共催でしたが�平成16年４月�国立��法人化�機

�文部��省が共催�退�た後も���修�重要�

�鑑み�これまで�修�担当してきた東�����

����東北���名古屋����阪���５��

アイソトープ総合センター�共催�よ���修実�

�場校�持ち回�で開催されてお�ます。

　さら��昨年度�は�PET・SPECT ��用�たさら��昨年度�は�PET・SPECT ��用�た

分子イメージングが����用�た���トレンド

�１�となって�ること�ら�国立��アイソトー

プ総合センター長�議�お�て分子イメージング�

関する���安全��担当�職員��修対象として

意識した�修�開催�重要�が提唱され�「第１回「第１回第１回

分子イメージング関する�育�修プログラム」が北

海道��アイソトープ総合センターで開催されまし

た。こ�ような状況�受け�平成24年度�全国�修

は�分子イメージング�焦点�当てて�「第２回分

子イメージング�関する�育�修プログラム」と�

合�開催�形で当センター��場校として開催され�

全国�ら36名�������安全��担当�職員が

参加しました。

　第１日目は講義�中心とし�分子イメージング�

�や関係法令���業務���てそれぞれ���家

�方々�お話�伺�ました。基調講演では�化��

�所�渡辺恭良先生�ら「分子イメージング活用�

よる医療イノベーション」�タイトルで�先端的基

礎���ら医療応用・創薬�向けた取�組みまで分

子イメージング���最前����て紹介して�た

だきました。また�����薬�����佐治英郎

先生�ら「����質�生体内動態−被ばく�ら臨−被ばく�ら臨被ばく�ら臨

床画像診断・治療へ�展開まで−」�タイトルで�−」�タイトルで�」�タイトルで�

���被曝�基礎�ら短寿命�減期�持� �� �体

内挙動�PET・SPECT 装置�原�及び画像診断�

��て分��易く講義して�ただきました。続�て�

関係法令���ては��質・材料��機構中核機能

部�事務統括��杉山和幸先生よ��最近�法改正

�概要として�記帳ガイドライン�クリアランス制

度�廃止措置��さら��分子イメージング��う

変更許可��認）申請���て詳細�お話して�た��認）申請���て詳細�お話して�た�認）申請���て詳細�お話して�た）申請���て詳細�お話して�た申請���て詳細�お話して�た

だきました。私自身は短寿命�減期�持� �� �対

して適用される７日間ルール��興味深く拝聴�た

しました。さら��ノーベル生��・医�賞�受賞

しました山中伸弥先生が所長�務める iPS 細胞��

所�参加者�方々ととも�見�さ�て�ただき�普

段は入ること�できな��開�的な吹き抜け�実験

���拝見し貴重な経験とな�ました。１日目最後

平成24年度 放射性同位元素等取扱施設安全管理担当教職員研修
第２回分子イメージングに関する教育研修プログラム 合同研修会の開催

�������総合センター

大澤�大��大�大�
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�は�参加者交流�が����楽友�館で行われ�

有意義な情報交換�時間�過ごすことができました。

　２日目は近年�当センター�導入された分子イ

メージング装置�用�て�当センタースタッフ�木

村寛之先生��導�もと�PET・SPECT 実習�行

�ました。ジェネレータで���薬剤18F-FDG �調

整した後�それ�マウス�注�し�腫瘍�ら�γ�

� PET で撮像する様子は�原�的�は�解してお

�ましたが�実際�目�する�は初めて�経験であ

���変興味深く参加さ�て�ただきました。

　２日目最後�行われたアンケート�総合討論では�

本�修���てイメージング装置�概要��置�申

請�対応�具体的で良�ったと�好評価��ただ�

た一方で�多く���で分子イメージング装置が導

入済みある�は�導入予定�も��わらず�そ�維

持������て問題が山積して�ることが挙げら

れ�特�維持��費�捻出�苦労されて�ることが

浮き彫��な�ました。引き続き�光イメージング�

M�� と�マルチモダリティイメージング�含めた

イメージング関連�実習�希�する声もあ��今後

�全国�修�良�指針�もたらすも�と思われます。

本�修が参加した��担当者�とって�今後���

�安全���役立�も��なること�願ってお�ま

す。



��

No．5��� ������� ������ �����センターだより

　此度�第２回分子イメージング�関する�育�修
プログラム�参加さ�て�ただきました。私�とっ
て�������総合センターは��院生�とき�総合センターは��院生�とき�センターは��院生�とき�
一ユーザーとしてお世話�なった思�出深�場所で
あ��久しぶ��センター�伺えること�楽しみ�
してお�ました。
　今回��修プログラムでは�分子イメージング�
第一人者である渡辺恭良先生��化���所）およ
び佐治英郎先生�����薬����）�基調講演
�ら始ま��杉山和幸先生��質・材料��機構）
�よる分子イメージング関連�法律�関する解説�
他���おける分子イメージング機��導入状況お
よび���工夫�関する紹介�実験動��取�扱�
�関する講義など�分子イメージング機��取�扱
う上で必要な事項�関して網羅した講義�ら�
PET/SPECT/CT �用�た in vivo イメージング実
験および解析など�実際�イメージング���即し
た実習と�った�僅�２日間�短期間�も関わらず�
初心者�ら取�扱�経験�ある受講者まで対応した
とても充実した内容でした。特��機����・運
用側�立った�育�修�受ける機�はこれまでな
�った�で�とても良�経験�な�ました。
　また�見��では iPS 細胞��所�訪問さ�て頂
きましたが���所所長である山中伸弥先生がちょ
うどノーベル生�医�賞�受賞が決まった直後と�
うタイムリーな時期�見�できた�は�とても貴重
な体験でした。��所内���スペースは複数��
��が共�利用するオープンラボ形式となってお��
����垣根�越えて情報共有し�切磋琢磨するこ
とで世界トップレベル����進めておられると�
ことでした。私�所属する部署も�内共�利用��
であ��ある意味オープンラボ形式であること�ら�
��利用者間�交流・情報交換�場として�運営方
法���て興味�持ちました。本�修では講義�ほ
うでも医�部動�実験���関する紹介があるなど�

�� �外�共�利用���お話�伺う機�はあま�
無�った�で���運用�工夫など���て�本題
とは少し外れますがとても参考�な�ました。
　今回��修�通して�分子イメージング機��導
入して�る�今後導入する予定�部署が全国的�急
増して�ること�驚�され�分子イメージング��
�として�るも�としてはこ�分野�注目して頂�
て�ること�嬉しく思�ました。ただ色々話�伺っ
て�ると�イメージング機��導入したも���機
��取�扱える技術職員が�な�ため�ユーザー�
要��満たすことが難し��本�は機�製造・販売
業者がしっ��とバックアップすべきところですが�
技術者が少な�ため�手が回らな��が�実�よう
です…）�維持費など�高コスト�ど�よう�対応
すべき�など�導入後�運用問題�直面して�る部
署が多�印象�受けました。また�実際�イメージ
ング機��用�た���行う際�は機�本体�外�
も様々な実験�具・�備が必要であるも���そ�
情報が乏しく�各部署�お�て独自�試行錯誤され
て�るよう�感じました。そ�ような意味でも今回
��修プログラムでは�単�イメージング���デ
モストレーション�留まる�ではなく�実際�ど�
ような実験�具�導入し�実験�際�ど�よう�実
験手技��工夫されて�る��情報提供して頂けた
�は�変参考�な��有意義であったと思�ます。
今回��修�きっ�け��今後も分子イメージング
機��保有する各��間�お�て運用・利用促進�
�関する�修・情報交換などが活発化し�分子イ
メージング��が益々発展すること�期待してお�
ます。
　最後��今回こ�ような�晴らし��修プログラ
ム�企画・運営して下さった����������
�総合センター�先生方・職員�皆様�感謝�しま総合センター�先生方・職員�皆様�感謝�しまセンター�先生方・職員�皆様�感謝�しま
す。

～ 第２回分子イメージングに関する教育研修プログラムに参加して ～

北海道��アイソトープ総合センター

志水�陽一
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平成2�年度　�同�����年度　�同����年度　�同����

センターの活動

研 究 テ ー マ 所　　属 共 同 利 用 者

細胞�増殖・分化・死�機構�解明 医���� 華山力成�山口裕嗣�北原雄輔�
藤井俊裕�西ちひろ�形部小百合�
鈴木淳�宮西正憲�鈴木淳�
佐野晃之�今尾武士�鈴木孝征�
茂谷康�瀬川勝盛�石原健司

生命����� 戸田聡�神田浩聡

膜蛋白�発�と精製 医���� 小林拓也�白石充典�今井裕紀子�
荒川孝俊�辻本浩一�小笠原諭�
寿野千代�足立誠�島村達郎�
浅田秀基�小林貴美�中根崇智

上皮 - 間質相互作用�解析と分子標的治療- 間質相互作用�解析と分子標的治療間質相互作用�解析と分子標的治療 医���� 園下将��柿崎文彦�青木耕史�
藤下晃章�板谷喜朗

メスバウアー分光法�よる無機固体材料�局所構造解析 工���� 藤田晃司�河本崇博�楠瀬好郎�
秋月康秀�赤松寛文

ホルモン�生��的�� 医�部附属病院 八十田明宏�藤井寿人

DNA 修復�分子機構解明修復�分子機構解明 医���� 武田俊一�藤田真梨�藤井庸祐�
寺田和弘�平田�子�原寛幸�
野口明実�張藍帆�足立隼�
杉村杏子�平川真弓�小村将人�
廣田耕志�茂木章�笹沼博之�
前出侑子��SLAM Shamima Keka�
西原佳那�津田雅貴�成田岳雄�
趙晃済�Al Abo Muthana�
小林俊介

医�部附属病院 塩田哲也�皆川栄子

���おける光情報伝達経路�解明 ����� 鈴木友美�山本和彦�相原悠介

酸化 DNA 損傷�修復機構��� ����� 秋山秋梅�瀬口有道�中山貴之�
山崎晃�吉川幸宏�宮路将弘�
五十嵐健人�橋口一成�加藤悠一�
森脇隆仁�加藤誠嗣

ミニサテライト�多型解析 医���� 玉木敬二�真鍋翔�鶴山竜昭�
尾関宗孝�小谷泰一�垣本由布�
宮尾昌

分子イメージングプローブ�開発�関する�� 薬���� 小野正博�天満敬�三鴨睦�
久田隼人�福島隆宏�依田敬子�
徳田安則��島譲介�小川��
尾江悟�近藤直哉�松村憲志�
山内早紀�天野博夫�西郡寛太郎�
原田直弥�屋木祐亮�小川祐�
松田洋和�渡邊裕之�志水陽一�
程妍

医�部附属病院 上田真史

�������総合
センター

木村寛之
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研 究 テ ー マ 所　　属 共 同 利 用 者

骨格筋糖取�込み測定
骨格筋 AMP キナーゼ活�測定

人間・環境���� 林達也�荻野陽平�山田麻友美�
伊藤哉太�小幡晃一�津田諭志�
松下哲也��島里詠子�
黒木英梨子�江川達郎

細胞がん化過程�時空間制御機構�解析 生命����� 松田道行�稲岡芳恵�青木一洋�
櫻井敦朗�定家和佳子�
CANDE�AS Marco�熊谷悠香�
小松直貴�後藤明弘�八木俊輔

医���� 清川悦子�上岡裕治�水野礼�
藤田芳久�幸長弘子�国田勝行

シグナル伝達分子�生化�的解析 生命����� 日下部杜央�宮田愛彦

外界刺激�よ�発�量�変化する遺伝子��定及びそ�
作用機構�解明

生命����� 永尾雅哉�逸村直也�絹谷耕平�
辻徳治�寺西文恵�吉田光多郎�
小林愛弓�弓立涼介�増田誠司�
神戸�朋�志岐拓哉�藤原奈央子

ヒト化マウス�用�た臨床有用�予測技術�開発及び免
疫抑制薬�作用機序�体系的解析

医���� 廣瀬潤�四方田純一郎�牛谷友栄�
小林志緒�伊勢琴子

免疫制御領域�新規評価系�構築 医���� 森川記行�野村礼

制御� CD4T 細胞�抑制機能・特��着目した免疫制御
技術�開発

医���� 清水淳

B 細胞抗原受容体シグナル�解析 医���� 疋田正喜

�ho およびプロスタグランジン�関する�� 医���� 石崎敏��坂本智子�
野々村喜美子�藤田�子�姚成燦�
THUMKEO DEAN�三森朋行�
古屋敷智之�Ehrlich Aliza�
豊田洋輔�渡邉定則�田中昂平�
上條博史�篠原亮太

脳血�疾患責�遺伝子�機能解析�関する�� 医���� 人見敏明�劉万洋�小林果

スプライシング�メカニズム解明 医���� 二宮賢介�出縄政嗣�佐々木健太�
武内章英�片岡直行�喜井勲�
奥野友紀子�山本誠

生命����� 吉田真由美

ヒト樹状細胞�機能�関する�� 医�部附属病院 �脇則光�福永桂子�藤田晴之�
北脇年雄�佐藤貴之

PD-1�よる免疫制御機構�解析-1�よる免疫制御機構�解析1�よる免疫制御機構�解析�よる免疫制御機構�解析 医���� 竹馬俊介

抗体遺伝子改変�分子機構 医���� 小林牧�KATO LUC�A�
SABOU�� SOMAYEH�
佐々木葉子�徐建梁�文君胡�
YOUS�F ASH�AF�Stanlie 
Andre�Le Thi Huong�
Hamad Nesreen�
NGUYEN MANH TUNG�
相田将俊

生�活�ペプチド�作用機構�関する基礎的�� 農���� �日向耕作�石田祐己�太田愛美�
紺谷徳泰�山田絢子�HO Yee Yin�
小田亜矢子 �影林皆美�
宮本知��金子賢太朗

センターの活動
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研 究 テ ー マ 所　　属 共 同 利 用 者
144C トレーサー法�用�た土壌有機��代謝回転速度�測定
14C 標識���用�た土壌�おける有機�分解プロセス�
解明

農���� 早川智恵

��ウィルス�増殖機構��� 農���� 三瀬和之�俵健二�表和範�
田島由��兵頭��海道真典�
安夢楠�Kusumawaty Kusumanegara�
楢林�樹�峯彰

標識化合��用�た生�活�分子�機能と代謝経路�解明 農���� 村井正俊�浅野周�新林良太�
津田智博�中西佐予�内藤倫哉�
工藤佐和子�土生沙綾子�
白石悠祐�安部真人

油脂�口腔内化�受容メカニズム�解明 農���� �木亨�松村成暢��築巧�
江口愛�安達真一

チョウ目昆虫�おけるアミノ酸・脂質代謝 農���� 森直樹�網干貴子

昆虫�用�た [3H][14C] ステロイドホルモン�生合成およ] ステロイドホルモン�生合成およステロイドホルモン�生合成およ
び代謝解析

農���� 小野肇�森田沙代�増田亮太

125� 標識インスリン�用�たラット�マウス�血中および
膵臓還流液中�インスリン含量�測定

農���� 山崎英恵�倉田真奈美

魚類初期生活史�おける内分泌系�役割 農���� 田川正朋
32P でラベルした DNA 切断実験 工���� 田邉一仁�内海新��横浜直也�

山岡俊貴�溝江�我�芳原和希�
日下絵里子�津田拓哉�
安藤雄一郎�杉浦正明�濱口雄太�
浅田拓海�五十部悠�岡田加奈�
伊藤健雄�小松広和

NPClLl ��剤�探索��剤�探索 農���� 松尾道憲�千場智尋

マウス生殖細胞発生メカニズム�解析 医���� 林克彦��串�雅子�島本走�
栗本一基�山路剛史�薮田幸宏�
荒牧伸弥�中木文雄�三谷忠宏�
廣田孝幸�鍵和田沙紋

γδ型 T 細胞�示す非ペプチド抗原認識機構�解析 医���� 田中義正�平井郁

疾患特異的な免疫制御法�開発 医���� 臼井崇�清水正和

ペプチド�サソリ毒��作用機構 農���� 宮下正弘�中川好秋�菰田依里子�
河内智行

海洋生�由��質�用�たトレーサー実験 農���� 高橋潤

��細胞ダイナミクス ����� 嶋田知生�田村謙太郎�上田晴子�
山岡尚平�岡本圭史

細胞内膜輸送�おける分子機構解析 �際融合�育��推進
センター

申惠媛�高津宏之

リンパ球動態制御�よる免疫制御法�開発 医���� 野町昭

センターの活動
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研 究 テ ー マ 所　　属 共 同 利 用 者

ナノ粒子�体内動態評価 工���� 米田稔�松井康人�松尾典義�
松尾龍一�棚橋渉�高倉誠人�
坂木良太�佐藤昌哉�篠原章宏�
冨田浩樹�山本奈々絵�北川英隆�
中山亜紀�中村謙吾�
Hen Nguyen Thi Thu�
�ahmawati Suphia�佐々木克典�
Cesar Ortinero�馬寅

農���� 杉本実紀

新規両親媒�ポリデプシペプチド�用�た分子プローブ
�開発�関する��

医�部附属病院
探索医療センター

栗原�輔

工���� 山原亮�原功�竹内恵��
川辺隆志�齊木秀和

薬���� 牧野顕
151Eu メスバウアー効果測定 人間・環境���� 阿曽悟郎

リン酸化酵���作用�基づ�た難治�疾患�対する治
療薬�開発��

医���� 二宮賢介�Nguen Bao Ngoc�
山本誠�喜井勲�奥野友紀子�
小野木博

胆汁鬱滞関連分子群�機能解析 医���� 伊藤慎二�伊藤淳子

T��OBP ノックアウトマウス作成��うサザンブロット
解析

医�部附属病院 北尻真一郎

医���� 瀬川浩平

環境試料�微量���核種�定 農���� 豊原治彦�劉文

イオン輸送膜タンパク質�86�b �よる機能解析 ����� 阿部一啓

環境試料中�����質測定 医���� 原田浩二�劉万洋�小林果�
人見敏明

酸化ストレス発がん機構�解明とそ�予防 医���� 吉原美奈子

窒�負荷がもたらす森林木本種�窒�利用�変化��う
コスト�定量

フィールド���育��
センター

徳地直子�長田典之

農���� 早川智恵�日高渉

Hes7 リン酸化変異マウス�死因解明 ウイルス��� 播磨有希子

発生課程�制御する分子メカニズム�解析 ウイルス��所 �塚俊之�渡邊直希�下條博美

自然環境中����強度解析 生存圏��所 上田義勝

海洋�従属栄養細菌�生�・生態�的�� 農���� 吉永郁生�藤永�平

パーキンソン病発症メカニズム�関する�� 医�部附属病院 張長亮

動�で� invivo イメージング�難治�疾患�発症機構��） 生命����� 杉山悠真

環境試料�����質測定�難治�疾患�発症機構��） 生命����� 堀清次
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◎平成2�年度教育訓練・講習会等の実施状況 

　〔学　��　����     　
　平成2�年  
・第１回利用�ため�オリエンテーション
 4月 4日 �月） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《128名》
 4月 5日 �火） 13:30～  〈　　　〃　　　〉 《98名》
 4月 11日 �月） 15:00～  〈　　　〃　　　〉 《１名》
 5月 9日 �月） 15:00～  〈於：分館〉 《１名》

・第１回エックス�装置取扱��ため�新規�育訓練�講習�）　
 5月 12日 �木） ～17日�火）13:30～ 〈於：�育訓練棟〉 《308名》

・第１回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��わな�講習�）
 5月 18日 �水） ，19日�木）9:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《136名》

・第１回�������取扱��ため�新規�育訓練�加速�・��光利用者向け）
 5月 20日 �金） 9:00～  〈於：�育訓練棟〉 《65名》

・第１回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��う講習�）
 5月 24日 �火） ～5月 31日�火）9:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《403名》

・第２回利用�ため�オリエンテーション
 6月 2日 �木） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《28名》
 6月 13日 �月） 10:00～  〈　　　〃　　　〉 《２名》
 6月 27日 �月） 10:00～  〈於：分館〉 《１名》
 7月 19日 �火） 9:30～  〈於：�育訓練棟〉 《１名》

・第１回英語�よる�������取扱��ため�新規�育訓練�講習�）
 6月 10日 �金） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《19名》

・第１回再�育訓練
 6月 24日 �金） 15:00～  〈於：�育訓練棟〉 《12名》

・第２回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��わな�講習�）
 7月 14日 �木） 9:00～  〈於：�育訓練棟〉 《67名》

・第３回利用�ため�オリエンテーション
 9月 1日 �木） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《17名》

・第３回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��わな�講習�）
 10月 7日 �金） 9:00～  〈於：�育訓練棟〉 《54名》

・薬�部�生実習
 11月 8日 �火） ～11月 16日�水）13:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《87名》

・第２回英語�よる�������取扱��ため�新規�育訓練�講習�）
 11月 11日 �金） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《46名》

・第４回利用�ため�オリエンテーション
 11月 28日 �月） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《10名》
 12月 5日 �月） 13:30～  〈於：分館〉 《１名》
 12月 9日 �金） 13:30～  〈　 〃 　〉 《１名》
 12月 19日 �月） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《１名》

センターの活動
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・第２回エックス�装置取扱��ため�新規�育訓練�講習�）
 11月 25日 �金） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《57名》

・第４回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��う講習�）
 12月 1日 �木） 9:00～  〈於：�育訓練棟〉 《35名》

・第２回再�育訓練
 12月 16日 �金） 15:00～  〈於：�育訓練棟〉 《133名》

・工�部�生実習
 12月 19日 �月） ，20日�火）13:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《30名》

・医�部�生実習
 12月 26日 �月） 13:00～  〈於：�育訓練棟〉 《５名》

　平成24年  
・工�部�生実習
 1月 10日 �火） 13:00～  〈於：�育訓練棟〉 《30名》

・第５回�������取扱��ため�新規�育訓練�実習��わな�講習�）
 2月 3日�金） 9:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《24名》3日�金） 9:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《24名》日 �金） 9:00～  〈於：�育訓練棟〉 《24名》

・第４回利用�ため�オリエンテーション�追加） 
 2月 13日 �月） 13:30～  〈於：�育訓練棟〉 《４名》
 2月 20日 �月） 13:30～  〈　　　〃　　　〉 《１名》

・センター実験�利用成果発表�
 2月 20日 �月） 14:00～  〈於：�育訓練棟〉 《32名》

・第３回再�育訓練
 3月 7日 �水） 15:00～  〈於：�育訓練棟〉 《69名》

　〔学　��〔学　��
　平成2�年  
・体験授業�浜松市立篠原中�校）
 4月 20日 �水） 14:00～  〈於：�育訓練棟〉 《６名》

・体験授業「���ってなんだろう？」
 8月 4日 �木）  小�生�部 13:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《71名》
 8月 5日 �金）  中高生�部 13:00～ 〈　　　〃　　　〉 《61名》

・��市消防�校特別�育�特殊災�対策課程）
 12月 6日 �火） ，7日�水）9:00～ 〈於：�育訓練棟〉 《40名》

センターの活動
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印刷：　　　　　　　　　　　〒 606 －8540  京都市左京区下鴨高木町 38 － 2　Tel/075 － 791 － 6125

記録・人事等

京都大学 ��安全���構��安全���構
放射性同位元素総合センター

本館・教育訓練棟
〒 606 －8501　京都市左京区吉田近衛町
Tel /075 － 753 － 7500（事務室）
Fax /075 － 753 － 7504

分館
〒 606 －8502　京都市左京区北白川追分町
Tel /075 － 753 － 7530
Fax /075 － 753 － 7540

E-mail address: kanri@barium.rirc.kyoto-u.ac.jp
RI Center Homepage: http://www.rirc.kyoto-u.ac.jp/

記録・人事等
〈人事等〉
　平成24年３月31日付
　　�務職員　　　　加藤　隆久　定年退職
　平成24年３月31日付
　　��支援推進員　野口　　司　辞　　職
　　　　　　　　　　明神ノブ恵　辞　　職
　平成24年５月７日付
　　助�　　　　　　寺村　裕治　辞　　職
　平成24年12月１日付
　　��支援推進員　森　　麻美　採　　用

（株）（株）

放射性同位元素総合センター
�同��検討委員会委員名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年６月１日�在
所　　　属 氏　名

�������総合センター
川本　卓男
戸崎　充男

����� 長谷あきら
医�部附属病院 平岡　眞寛
医���� 武田　俊一
薬���� 佐治　英郎
工���� 米田　　稔
農���� 宮川　　恒
人間・環境���� 宮本　嘉久
化���所 栗原　達夫
ウイルス��所 影山龍一郎
生命����� 永尾　雅哉


